
　
同
時
に
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
も
行
わ
れ
ま
す
。
今

ま
で
は
が
き
で
送
付
し
て
い
た
入
場
整
理
券
が
、
封
書
に
変
更
に
な
り
ま

す
。
発
送
は
12
月
４
日
㈫
こ
ろ
で
す
。
投
票
方
法
は
同
封
の「
白
ば
ら
や
ち

よ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
。

　
息
子
や
孫
、市
役
所
職
員
を
名
乗
っ
て
言
葉
巧
み
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
し
、

お
金
を
振
り
込
ま
せ
る「
振
り
込
め
詐
欺
」の
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

振
り
込
み
だ
け
で
な
く
、
現
金
を
エ
ク
ス
パ
ッ
ク
（
５
０
０
円
の
定
型
小

包
郵
便
や
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
）
で
送
ら
せ
た
り
、
直
接
取
り
に
来
た
り
と
、

新
し
い
手
口
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
情
報
収
集
し
、
被
害
に
遭

わ
な
い
よ
う
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

【
対
策
】
①
す
ぐ
に
お
金
を
振
り
込
ま
な
い
。
送
金
を
急
が
せ
た
ら
要
注

意　
②
一
人
で
お
金
を
振
り
込
ま
な
い
。
家
族
や
警
察
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
を　
③
「
自
分
だ
け
は
だ
ま
さ
れ
な
い
」
と
思
い
込
ま
な
い

（
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）

　平成20年から設置が義務付けられた住宅用火災警報器。県内の普及率は71.7％
で、全国平均の77.5％を下回っています。住宅火災による死者の多くは逃げ遅れ
が原因。火災警報器を設置していれば、火災に気づき、命を落とさずに済んだか
もしれません。11月12日、市内の設置状況を確認するため、市の女性消防団員
が八千代台南地区を訪問。４班に分かれて調査と普及啓発を行いました。火災警
報器は台所に設置してあれば大丈夫と思いがちですが、八千代市ではすべての寝
室に設置しなければなりません。火災警報器はホームセンターなどで数千円程度
から購入可能。ドライバー１本で取り付けられます。

火
災
警
報
器
、
付
い
て
い
ま
す
か

女
性
消
防
団
員
が
市
内
の
設
置
状
況
を
確
認

▲この日は、女性消防団員が住宅用火災警報器の実物と啓発リーフレットを見せながら、一軒ずつ訪問しました
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今
回
は
、
韓
国
の
仁
川
広
域
市
選
抜
チ
ー
ム
に
加
え
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
か
ら
岩
手
県
陸
前
高
田
市
立
第
一
中
学
校
、
福
島
県
い
わ
き
市

い
わ
き
ト
レ
セ
ン
Ｕ

－

14
の
２
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
す
。

■
予
選
リ
ー
グ
組
み
合
わ
せ（
予
定
）と
会
場　
▼
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
／
総
合
運

動
公
園
多
目
的
広
場
…
八
千
代
市
選
抜
（
千
葉
）、仁
川
広
域
市
選
抜
（
韓

国
）、
南
総
ト
レ
セ
ン
Ｕ

－

14
（
千
葉
）、
桐
蔭
学
園
中
学
校
（
神
奈
川
）

▼
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
／
阿
蘇
中
学
校（
23
日
、25
日
）・
八
千
代
松
陰
中
学
校
（
22

日
、24
日
）…
陸
前
高
田
市
立
第
一
中
学
校（
岩
手
）、船
橋
市
選
抜（
千
葉
）、

沖
縄
県
島
尻
Ｕ

－

14
選
抜（
沖
縄
）、と
か
ち・帯
広
ト
レ
セ
ン
Ｕ

－

14（
北

海
道
）　
▼
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
／
村
上
中
学
校
…
い
わ
き
ト
レ
セ
ン
Ｕ

－

14（
福

島
）、
新
潟
県
ト
レ
セ
ン
Ｕ

－

14（
新
潟
）、
村
上
中
学
校（
八
千
代
市
）、

暁
星
中
学
校（
東
京
）　
▼
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
／
勝
田
台
中
学
校
…
習
志
野
市
選

抜
（
千
葉
）、
東
京
朝
鮮
中
学
校
選
抜（
東
京
）、
小
田
原
地
区
中
体
連
選

抜
Ｕ

－

14（
神
奈
川
）、
宮
崎
県
選
抜
Ｕ

－

14
（
宮
崎
）

■
日
程　
▼
開
会
式　
12
月
22
日
㈯
午
前
10
時　
市
民
体
育
館　
▼
22
日

㈯　
各
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
リ
ー
グ
１
日
目
…
①
午
後
１
時　
②
午
後
２
時
30

分　
▼
23
日
㈷　
各
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
リ
ー
グ
２
日
目
…
①
午
前
９
時　
②
午

前
10
時
20
分　
③
午
後
１
時　
④
午
後
２
時
20
分　
▼
24
日
㉁　
順
位
決

定
リ
ー
グ
１
日
目
…
①
午
前
９
時　
②
午
前
10
時
20
分　
③
午
後
１
時

④
午
後
２
時
20
分　
▼
25
日
㈫　
順
位
決
定
リ
ー
グ
２
日
目
…
①
午
前
９

時　
②
午
前
10
時
20
分　
▼
閉
会
式　
12
月
25
日
㈫
午
後
０
時
20
分　
総

合
運
動
公
園
多
目
的
広
場
（
雨
天
中
止
）

※
問
い
合
わ
せ　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
（
４
８
１
）０
３
０
５

●八千代の人口
19万3,188人� （＋111人）
男 9万5,997人� （＋55人）
女 9万7,191人� （＋56人）
●八千代の世帯
8万1,697世帯� （＋62世帯）
10月末現在。（ ）内は前月比

今号の紙面から
◆見てみよう八千代市の決算……２〜４
◆年末年始のごみなどの収集… ……３

◆みんなで築こう人権の世紀
　「賞品付きラッピングバス
　アンケート」を実施……５

◆自転車駐車場の利用案内を配布……５

衆
議
院
選
挙
の
投
票
日
は
12
月
16
日
㈰

今
回
か
ら
入
場
整
理
券
は
封
書
で
送
付
し
ま
す

振
り
込
め
詐
欺
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー

in
八
千
代
を
12
月
22
日
㈯
か
ら
開
催
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自
主
財
源

義
務
的
経
費

投
資
的

経

　費

そ
の
他
の
経
費

依
存
財
源

歳入
556億4,809万円 歳出

537億9,415万円

市　税
266億3,776万円

繰越金
10億5,384万円

繰入金
7億7,090万円

その他
47億8,399万円

国・県支出金
 110億9,152万円

市　債
60億1,460万円

地方交付税
23億3,040万円

譲与税・
各種交付金
29億6,508万円

人件費
113億9,726万円

扶助費
119億3,401万円

公債費
63億1,139万円

普通建設事業費
73億9,531万円
災害復旧事業費
1億2,072万円

物件費
85億7,717万円
繰出金
38億6,648万円
補助費等
25億 442万円
その他
16億8,739万円

市民税、固定資産
税、都市計画税、
市たばこ税、軽自
動車税、入湯税

職員の給与など

生活保護費、子ど
も手当、障害者の
支援費など

借入金の返済など。
23年度は、過去に
高金利で借り入れ
た市債を借り換え

道路、公園、学校
の建設や改修、用
地購入費など

災害によって被災
した施設の復旧に
係る経費

消耗品や備品の購
入費、光熱水費、
業務委託料など

特別会計へ支出さ
れた経費

特別会計や基金か
らの繰入れ

分担金及び負担
金、使用料及び手
数料、ほか３件

公益性のある特定
事業に対して支出

国税５税（所得税・
法人税・酒税・消
費税・たばこ税）
の一定割合を原資
として交付

地方譲与税、地方
消費税交付金、ほ
か８件

一般会計

　24年第３回定例会が９月４日から28日まで行わ
れ、23年度の八千代市一般会計、特別会計、公営
企業会計の決算が承認されました。市の家計簿とも
いえる、23年度決算を一緒に見ていきましょう。
※金額の単位をそろえるため、原則１万円未満を四
捨五入しています。このため、公表した関係資料と
異なる場合があります

見てみよう八千代

市の会計は３種類
　市の会計は、一般会計、特別会計、公営企業
会計の３つに分かれています。23年度に市全体
で使ったお金は、合計で925億1,689万円です。

23年度の実質収支額は
15億2,228万円の黒字に
　23年度一般会計の決算額を見ると、歳入は
前年度比6.9パーセント増の556億4,809万円と
なりました。歳出は、前年度7.0パーセント増
の537億9,415万円。歳入と歳出の差し引きは、
18億5,394万円となり、翌年度に繰り越した事
業に充てる財源３億3,166万円を除く実質収支
額は、15億2,228万円の黒字となりました。
　23年度決算の特徴としては、みどりが丘小
学校校舎などの買収費や給食センター調理場用

一般会計

歳出総額は925億1,689万円

特別会計
275億7,793万円

一般会計
537億9,415万円

公営企業会計
111億4,481万円

　ごみは種別によって分別方法が定められています。大量のごみが出る年末の大
掃除では、冊子「家庭ごみの分け方・出し方」を活用して、ごみを正しく分別しま

しょう。最新の冊子は、クリーン推進課・支所で配布しています。
　分別方法などは随時変更していますので、新しい冊子で確認してください。「家
庭ごみの分け方・出し方」は、市のホームページにも掲載しています。

分別は「家庭ごみの分け方・出し方」で確認を

朝８時30分までに集積場所へ。不燃ごみは休日と重なった場合も収集 コ
ー
ス

該　　当　　地　　域
不
燃
ご
み

有
害
ご
み

可
燃
ご
み

び　
ん

缶　
類

ペッ
ト
ボ
ト
ル

紙
布　
類

紙
パ
ッ
ク12

月
の
資
源
物
・
ご
み
収
集
日

コ
ー
ス

該　　当　　地　　域
指定袋使用 資源物

不
燃
ご
み

有
害
ご
み

可
燃
ご
み

び　
ん

缶　
類

ペッ
ト
ボ
ト
ル

紙
布　
類

紙
パ
ッ
ク

9

村上（成田街道北側で新川西側）、
萱田町・萱田・大和田（成田街道北側から東葉
高速線南側）、
大和田新田（300・400・500・700番台の成田街道
北側から東葉高速線南側）、ゆりのき台１・２丁目

6
第１木

20
第３木

月
・
水
・
金 

31
日
は
休
み

24
日
は
収
集
あ
り

火 土

１
大和田（成田街道南側）、萱田町（成田街道南側）、
村上（3200・3300・3500番台の成田街道南側）、
大和田新田（県道幕張八千代線より東側）、
高津（県道幕張八千代線より東側）

4
第１火

18
第３火

月
・
水
・
金 

31
日
は
休
み

24
日
は
収
集
あ
り

木 土不
法
投
棄
通
報
受
付
専
用
電
話 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）

０
１
２
０（
８や

ち

４よ

４し

）５ゴ

３ミ

０ゼ
ロ

通
報
の
際
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

2 八千代台北 11
第２火

25
第４火 10 高津（県道幕張八千代線より西側）、高津東

大和田新田（100・200番台の成田街道南側）
13
第２木

27
第４木

3 八千代台西、八千代台南 18
第３火

4
第１火 11 高津団地、

大和田新田（1〜99番地の成田街道南側）
20
第３木

6
第１木

4 八千代台東 25
第４火

11
第２火 12 大和田新田（900・1000・1100番台の成田街道北側

から東葉高速線南側）、緑が丘２〜４丁目
27
第４木

13
第２木

5 上高野 5
第１水

19
第３水

火
・
木
・
土

金

月 

31
日
は
休
み

24
日
は
収
集
あ
り

13 勝田台 7
第１金

21
第３金

火
・
木
・
土

水

月 

31
日
は
休
み

24
日
は
収
集
あ
り

6 村上団地 12
第２水

26
第４水 14 勝田台南、勝田、ゆりのき台３〜８丁目、麦丸

萱田町（東葉高速線北側）、萱田（東葉高速線北側）
14
第２金

28
第４金

7 村上（新川の東側）
下市場、村上南、勝田台北

19
第３水

5
第１水 15 大和田新田（東葉高速線北側）、吉橋、尾崎、

緑が丘１・５丁目
21
第３金

7
第１金

8 神野、保品、下高野、米本、
米本団地、堀ノ内

26
第４水

12
第２水 16 大学町、真木野、小池、佐山、平戸、神久保、

島田台、島田、桑橋、桑納
28
第４金

14
第２金

◆
問
い
合
わ
せ
は
、
ク
リ
ー
ン
推
進
課
（
４
８
３
）１
１
５
１
ま
た
は

清
掃
セ
ン
タ
ー
（
４
８
３
）４
５
２
１
へ
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この特集は次ページに続きます

給与収入（市税） 3,412円239万 食費（人件費） 4,048円102万
医療費（扶助費） 2,275円107万
住宅・車のローン返済
（公債費） 7,080円56万
住宅の増改築や車の
購入（投資的経費） 5,317円67万
光熱水費や生活消耗品
など（物件費） 662円77万
子どもへの仕送り
（繰出金） 7,405円34万
自治会費など
（補助費など） 5,023円22万
住宅や車の修理代
（維持補修費） 4,831円2万
預貯金（積立金） 4,120円4万
雑支出（その他） 2,662円8万
合計 3,423円483万

パート・家賃収入

使用料及び手数料）
（分担金及び負担金， 4,087円22万

（繰入金）
預貯金の取り崩し 9,265円6万

親からの援助
（国・県支出金, 交付税,
  譲与税, 各種交付金）

2,378円147万

住宅・車・生活費の
ローン借り入れ（市債） 414円54万

（繰越金, 諸収入ほか）
雑収入 444円30万

合計 500万円

一般会計決算額を年収500万円の家計に置き換えました。家計の項目に沿って表現し
たため、厳密な意味では内容が異なる場合があります。（　）内は市での区分です。

八千代市の家計簿

地取得などによる普通建設事業費の増加や、子
ども手当、生活保護費などの扶助費の増加が挙
げられます。

基金残高は前年度比95.8％増の
24億85万円
　市には、年度間の財源不均衡の調整や災害に
備えるために設置している財政調整基金と、特
定目的のために設置している基金があります。
基金残高は前年度に比べ95.8パーセント増の
24億85万円となりました。

一人当たりの市税は
13万8,102円に増加
　市税は、市民一人当たりに換算すると13万
8,102円で、前年度に比べ391円増えました。
行政経費として使われたお金は、市民一人当た
り27万8,894円で、前年度に比べ１万8,675円
増えました。
※市民一人当たりの数値は、24年３月31日現
在、人口19万2,884人で計算

借入金の残高は前年度比
1.0％増の488億3,152万円
　道路や学校、公園などの施設は、建設する年
だけでなく、次の世代の市民も利用します。そ
のため、市債を発行して国や銀行などからお金
を借りることで公共施設を建設する費用は、そ
の時点の市民だけが負担するのではなく、将来
にわたって負担を分担してもらい、世代間の公
平を図っています。
　借入金の残高は前年度に比べ1.0パーセント
増の488億3,152万円となりました。市民一人
当たりに換算すると25万3,165円で、前年度に
比べ2,903円増えました。

市の決算 市民一人当たりに使われた歳出の内訳
　23年度一人当たりの支出額
合計は27万8,894円でした。
どの分野にどのくらい使われた
か見てみましょう。

消防活動や施設の維
持・管理、救急活動
など…１万1,087円

消防費医療、保健、ごみ処
理、環境保全など
…２万8,828円

衛生費高齢者・障害者・児
童福祉など
…10万2,169円

民生費

道路、橋、公園の整
備など…１万8,037円

土木費学校の管理運営や整
備、文化・スポーツ振
興など…４万4,970円

教育費

市の運営や市民活動、
防犯・防災など
…３万603円

総務費
議会や農業・商工振興など
…１万479円

その他
長期借入金の返済な
ど…３万2,721円

公債費

決 算
23年度

■
日
程　
▼
12
月
３
日
㈪
開
会　
▼
７
日
㈮
・
10
日
㈪
・
11
日
㈫
一
般
質
問　

▼
12
日
㈬
一
般
質
問
、
質
疑　
▼
13
日
㈭
・
14
日
㈮
各
常
任
委
員
会　
▼
21
日

㈮
総
括
審
議　
※
本
会
議
と
各
委
員
会
の
傍
聴
が
で
き
ま
す

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継　
本
会
議
の
模
様
を
八
千
代
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
生
中
継
し
ま
す
。
会
議
の
翌
日
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
・
振
替
休
日
を
除

く
）
か
ら
録
画
中
継
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
議
会
事
務
局

（
４
８
３
）１
１
５
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
（
議
事
課
）

　
９
月
13
日
か
ら
運
転
を
再
開
し
た
１・２
号
焼
却
炉
に
お
け
る
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
の
測
定
結
果
が
判
明
し
、
成
形
品（
処
理
後
）の
値
は
、
０
・
０
５
４
ナ
ノ

グ
ラ
ム
と
０
・
１
３
ナ
ノ
グ
ラ
ム
で
し
た
。
と
も
に
埋
立
基
準
値
で
あ
る
３
ナ

ノ
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
り
、
補
修
後
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
熱
分
解
装
置
の
性
能
回

復
を
確
認
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
清
掃
セ
ン
タ
ー
）

●
可
燃
ご
み　
月
・
水
・
金
の
地
区
は
28
日
㈮
が
最
終
日
、
火
・
木
・
土
の
地

区
は
29
日
㈯
が
最
終
日
で
す
。
年
始
は
１
月
４
日
㈮
か
ら
通
常
業
務
に
な
り
ま

す
。
12
月
24
日
㉁
が
収
集
日
に
あ
た
る
地
区
は
、
当
日
臨
時
収
集
し
ま
す
。

●
資
源
物　
29
日
㈯
ま
で
の
各
地
区
の
該
当
日
が
、
今
年
の
最
終
日
で
す
。
年

始
は
１
月
５
日
㈯
か
ら
通
常
業
務
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
12
月
24
日
㉁
が
紙
・

布
類
の
収
集
日
に
あ
た
る
地
区
は
、
当
日
臨
時
収
集
し
ま
す
。

●
不
燃
・
有
害
ご
み　
28
日
㈮
ま
で
の
各
地
区
の
該
当
日
が
最
終
日
で
す
。
年

始
は
１
月
４
日
㈮
か
ら
通
常
業
務
に
な
り
ま
す
。
１
月
１
日
㈷
〜
３
日
㈭
が
収

集
日
に
あ
た
る
地
区
は
、
８
日
㈫
〜
10
日
㈭
に
臨
時
収
集
し
ま
す
。

●
粗
大
ご
み
の
電
話
受
け
付
け　
受
け
付
け
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日（
祝
日
を
除

く
）の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
。
年
末
は
28
日
㈮
ま
で
で
す
。
年
始

は
１
月
４
日
㈮
か
ら
と
な
り
ま
す
。
12
月
21
日
㈮
ま
で
の
受
付
分
は
年
内
に
回
収

し
ま
す
。
12
月
25
日
㈫
以
降
の
受
け
付
け
分
は
、１
月
４
日
㈮
以
降
の
回
収
に
な

り
ま
す
。
粗
大
ご
み
受
付
専
用
電
話
（
４
８
３
）４
５
０
６
へ
。

●
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み
の
持
ち
込
み　
年
末
は
28
日
㈮
ま
で
で
す
。
年
始

は
１
月
４
日
㈮
か
ら
と
な
り
ま
す
。
持
ち
込
み
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
〜
11
時
40
分
と
午
後
１
時
〜
４
時
で
す
。
家
庭
か
ら

の
ご
み
に
限
り
、
祝
日
を
除
く
毎
月
第
３
土
曜
日
に
も
持
ち
込
み
で
き
ま
す
。

●
し
尿
の
く
み
取
り　
く
み
取
り
作
業
は
28
日
㈮
午
前
中
ま
で
で
す
。
年
始
は

１
月
４
日
㈮
か
ら
と
な
り
ま
す
。
年
内
の
依
頼
は
26
日
㈬
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

く
み
取
り
作
業
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、八
千
代
市
環
境
緑
化
公
社
（
４

５
９
）０
０
６
７
へ
。 

（
ク
リ
ー
ン
推
進
課
）

12
月
議
会
の
日
程

清
掃
セ
ン
タ
ー
１・２
号
焼
却
炉
の

運
転
再
開
後
の
性
能
回
復
を
確
認
し
ま
し
た

年
末
年
始
の
ご
み
な
ど
の

収
集
・
し
尿
の
く
み
取
り
の
受
付
日
程
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手
数
料
免
除
対
象
の
人
は
、１
月
11
日
㈮
ま
で
に
同
班
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い

■
次
の
自
転
車
駐
車
場
は
、
３
月
１
日
㈮
か
ら
先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す

　
勝
田
台
南
第
３
・
同
平
置
、
栄
町
公
園
地
下
、
八
千
代
緑
が
丘
、
八
千
代
中

央
第
１
、
村
上
第
１
、
大
和
田
駅
周
辺
の
自
転
車
駐
車
場
は
、
往
復
は
が
き
で

の
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
25
年
３
月
１
日
㈮
か
ら
各
管
理
事
務
所
で
先

着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。
住
所
・
氏
名
・
年
齢
が
確
認
で
き
る
運
転
免
許
証
・

健
康
保
険
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
学

生
は
学
生
証(

合
格
通
知
書)

も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
利
用
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

（
生
活
安
全
課
）

　
市
役
所
の
屋
上
は
、
市
内
を
一
望
で
き
る
隠
れ
た
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
天
気
が
良
け
れ
ば
雄
大
な
富
士
山
や
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
、

筑
波
山
も
展
望
で
き
ま
す
。「
初
日
の
出
」と
、
富
士
山
の
山
頂
に
太
陽
が
沈
む

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
」が
見
ら
れ
る
日
に
屋
上
を
開
放
し
ま
す
。
事
前
に
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▼
日
時　
①
初
日
の
出
／
25
年
１
月
１
日
㈷
午
前
６
時
〜
８
時(

日
の
出
予

想
時
刻
午
前
６
時
49
分
頃)

。
午
前
６
時
〜
６
時
40
分
に
、
市
役
所
新
館
１
階

戸
籍
住
民
課
前
で
受
付　
②
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
／
25
年
２
月
11
日
㈷
・
12
日

㈫
午
後
４
時
20
分
〜
５
時
30
分(

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
予
想
時
刻
午
後
５
時
９

分
頃)

。午
後
４
時
20
分
〜
５
時
、市
役
所
新
館
５
階
産
業
政
策
課
前
で
受
け
付

け
。①
②
と
も
、曇
り
な
ど
で
富
士
山
が
見
え
な
い
場
合
で
も
実
施
。雨
天
中
止

▼
募
集
人
数　
各
回
先
着
１
５
０
人

▼
申
し
込
み　
事
前
に
電
話
で
希
望
日
・

参
加
者
全
員
の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号

を
産
業
政
策
課
（
４
８
３
）１
１
５
１
へ
。

申
込
受
付
は
12
月
３
日
㈪
か
ら
。
受
付
時

間
は
、
祝
日
を
除
く
月
曜
〜
金
曜
日
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
。
中
学
生
以
下
は

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
車

椅
子
で
参
加
す
る
場
合
は
、
介
助
で
き
る

人
の
同
伴
が
必
要
で
す　
（
観
光
推
進
室
）

　
「
八
千
代
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
実
施
要
綱
」に
基
づ
き
、
八
千
代
市

第
２
次
健
康
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
（
素
案
）
に
つ
い
て
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　
▼
内
容　
市
民
の
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
基
本
計
画　
▼
募
集
期
間

12
月
３
日
㈪
か
ら
25
年
１
月
４
日
㈮
ま
で（
必
着
）　
▼
公
表
場
所　
保
健
セ
ン

タ
ー
内
健
康
づ
く
り
課
・
母
子
保
健
課
、
情
報
公
開
室
、
支
所
・
連
絡
所
、
公

民
館
、
図
書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※
意
見
を
提
出
で
き
る
人
、
意
見
の
提
出
方
法
・
提
出
先
は
、
素
案
を
ご
覧
く

だ
さ
い 

（
健
康
づ
く
り
課
）

市
役
所
屋
上
か
ら
初
日
の
出
や

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
を
見
ま
せ
ん
か

八
千
代
市
第
２
次
健
康
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン

（
素
案
）へ
の
意
見
を
募
集

100

95

90

85

80

八千代市
県内平均

■貸借対照表（24年3月31日現在）　※税抜額
資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産 ３８７億２，９４７万円
（２．１％増） 固定負債 1億５，４５０万円

（２３．２％減）

流動資産 ３４億２，３３４万円
（９．２％減） 流動負債 1億３，１７１万円

（１８．０％減）

負債合計 ２億８，６２１万円
（２０．９％減）

資本の部（対前年度比）

資 本 金 ２２８億４，９９０万円
（２．７％増）

剰 余 金 １９０億１，６７０万円
（０．３％減）

資本合計 ４１８億６，６６０万円
（１．３％増）

資産合計 ４２１億５，２８１万円
（１．１％増）

負債･資本
合　　 計

４２１億５，２８１万円
（１．１％増）

■損益計算書　※税抜額
【収益の部】３２億９，３６０万円

営業収益（水道料金など）２９億９，５７０万円

営業外収益（納付金など）２億９，７９０万円

【費用の部】３１億　９０３万円
営業費用（減価償却費、受水費、委託料、人件
費など）２８億３，７１９万円

営業外費用（支払利息）　  ２億６，１３５万円
特別損失（過年度損益修正損など）１，０４９万円
純利益　１億８，４５７万円

　特別会計は、次の表のように保険料や使用料
などの特定の収入がある事業ごとに会計を設け、
一般会計と分けて経理することで、収支をはっ
きりさせているものです。

地方税や地方譲与税のように使い道が制限さ
れず、毎年度経常的に収入される財源（経常一
般財源）に対して、義務的経費や物件費の一部
などの毎年度経常的に支出される経費（経常的
経費）が占める割合を経常収支比率といいます。

家計で例えると毎月決まって入る収入に対し
て、食費や光熱水費、ローンの返済などの支払
う必要がある生活費が占める割合に当たります。

この比率が高いほど財政的なゆとりがなくな
り、投資的経費や新たな住民要望に使用できる
財源が少なくなってしまいます。

23年度の市の経常収支比率は、扶助費や公債
費の増加に伴い、昨年度に比べ1.5ポイント増の
93.9パーセントとなっています。

特別会計

■特別会計
区　分 歳入（対前年度比）歳出（対前年度比）

⑴国民健康保険事業 190億1,844万円
（3.4％増）

186億5,759万円
（6.6％増）

⑵介護保険事業 74億3,631万円
（7.9％増）

74億518万円
（8.3％増）

⑶墓地事業 7,447万円
（89.6％減）

7,447万円
（89.6％減）

⑷後期高齢者医療 14億4,752万円
（6.0％増）

14億4,069万円
（5.8％増）

合　計 279億7,674万円 275億7,793万円

■貸借対照表（24年3月31日現在）　※税抜額
資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産 4３１億　９０９万円
（０．４％減）

流動資産 ３億６，９３４万円
（５．５％減） 流動負債 ８，３１８万円

（２５．２％減）

負債合計 ８，３１８万円
（２５．２％減）

資本の部（対前年度比）

資 本 金 ２０９億７，８７２万円
（１．８％減）

剰 余 金 ２２４億１，６５３万円
（１．０％増）

資本合計 ４３３億９，５２５万円
（０．４％減）

資産合計 ４３４億７，８４３万円
（０．４％減）

負債･資本
合　　 計

４３４億７，８４３万円
（０．４％減）

■損益計算書　※税抜額
【収益の部】２６億７，７２６万円

営業収益（下水道使用料など）２５億６，８３０万円

営業外収益（他会計負担金など）１億　８９６万円
純損失　２，５５７万円

【費用の部】２７億　２８３万円
営業費用（流域下水道維持管理費負担金、減
価償却費、人件費、委託料など）２３億５，６７８万円

営業外費用（支払利息など）３億４，３５３万円 
特別損失（過年度損益修正損）２５２万円

水道事業会計
■水道事業会計の収支　※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支 ３４億５，２３３万円
（０．２％減）

３１億９，００７万円
（４．５％増）

資本的収支 １５億６，６８７万円
(１．５％増）

３１億５，６０１万円
（２０．７％減）

公共下水道事業会計
■公共下水道事業会計の収支　※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支 ２７億８，２６２万円
（２．０％減）

２７億８，９４６万円
（２．０％増）

資本的収支 １０億３，５２５万円
（５２．５％減）

２０億　　９２７万円
（３６．３％減）

資本的収入額が資本的支出額に対して不足す 
る額15億8,914万円は、損益勘定留保資金などで 
補てんしました。

　資本的収入額が資本的支出額に対して不足す
る額９億7,402万円は、損益勘定留保資金などで 
補てんしました。

関係書類の閲覧やお問い合わせ
一般・特別会計は

財政課 ４８３－１１５１（代表）
公営企業会計は

経営企画課 ４８３－６１５５（代表）

経常収支比率は1.5ポイント増の
93.9％に

市ホームページで資料などを公表
　市のホームページでは、決算の概要に加え、
年度ごとの予算の概要や編成過程、各種分析資
料などを公表しています。トップページの「八千
代市資料」からご覧ください。

■経常収支比率の推移

　水道事業・公共下水道事業は、公営企業です。 
経営に要する費用は、水道料金・下水道使用料 

などの事業収益で賄っています
　内訳は、当該年度の経営活動に伴う収支であ 
る収益的収支と施設の建設や改良などのための 
収支である資本的収支に分かれます。

公営企業会計

▲市役所屋上から見える富士山

決 算
23年度
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相手の気持ち、考えてますか

　
25
年
４
月
か
ら
の
市
営
自
転
車
駐
車
場
利
用
案
内
を
、
各
自
転
車
駐
車
場
管

理
事
務
所
と
市
役
所
６
階
生
活
安
全
課
交
通
安
全
班
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
郵

送
を
希
望
す
る
人
は
、
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
角
形
２
号(

24
㎝
×
33
㎝
程

度)

の
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
、
〒
２
７
６

－

８
５
０
１
市
役
所
生
活
安
全
課

交
通
安
全
班
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
▼
対
象
車
種　
自
転
車
及
び
排
気
量
50
㏄
以
下
の
原
動
機
付
自
転
車
。
特
殊

な
自
転
車
、
ラ
ッ
ク
に
入
ら
な
い
自
転
車
、
ミ
ニ
カ
ー
は
利
用
で
き
ま
せ
ん　

▼
申
し
込
み　
利
用
案
内
に
添
付
の
往
復
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
25

年
１
月
12
日
㈯（
消
印
有
効
）ま
で
に
生
活
安
全
課
交
通
安
全
班
へ
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。持
参
の
場
合
、
同
班
は
１
月
11
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
、各
管
理
事
務
所

は
１
月
12
日
㈯
午
後
８
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

25
年
４
月
か
ら
の
市
営
自
転
車
駐
車
場

利
用
案
内
を
配
布
し
て
い
ま
す

みんなで築こう人権の世紀

ラッピングバスを運行しています
　人権と聞いて皆さんはどんなことを思い浮か
べますか。「大切なもの」「守らなければなら
ないもの」など、漠然としたイメージはあって
も、あらためて考えてみるとうまく説明できな
いという人も多いのではないでしょうか。
　「人権を守ろう」という言葉は聞きますが、実
際にどんなことに気をつければいいのか、少し
考えてみませんか。� 健康福祉課 483-1151

　人権とは「人間が人間らしく生きる権利」で、
すべての人が生まれながらに持つ権利です。で
も、これだけでは抽象的で分かりづらいので、
具体例をあげてみましょう。あなたの身の回り
で次のようなことはありませんか。
●人権侵害が懸念されるケース
・みんなから仲間はずれにされている
・体罰を受けている 
・いじめやリンチなどを受けている 
・出身や社会的身分などで差別を受けている 
・変なうわさをたてられて困っている

■人権イメージキャラクター

　人権イメージキャラクターの「人 KEN まも
る君」と「人 KEN あゆみちゃん」は、漫画家
やなせたかしさんのデザインで誕生しました。
　２人とも、前髪が「人」の文字、胸に「KEN」
のロゴで、「人権」を表しています。

　スマートフォンに切り替える人が増え、自宅
のパソコンだけでなく、いつでもどこでも気軽
にインターネットを利用できるようになりまし
た。インターネット上では、匿名による書き込
みが可能なことを悪用して、個人の名誉やプラ
イバシーを侵害したり、差別を助長したりする
など、さまざまな人権問題が起きています。

　人権は誰にでもあるものです。自分にもあり
ますし、相手にもあります。自分の権利だけ主
張していると、知らずに相手の人権を侵害して
しまうこともあります。こうならないために
も、「自分がもし相手の立場だったら」と考え
て行動することが大切です。
　日常の何気ない言動が人権を侵害していない
か、もう一度考えてみましょう。

　毎月第２木曜日午後１時～４時に市役所第３
相談室で人権・悩みごと相談を行っています（６
月と12月は日時、場所が異なります）。
　人権相談の日時は、広報やちよ１日号の６ペ
ージ「相談案内」に毎月掲載しています。お問
い合わせは、健康福祉課 483-1151へ。

　10月28日から運行している人権啓発ラッピン
グバスについて、皆さんの意見・感想をお聞き
するためにアンケートを行います。アンケート
にお答えいただいた人の中から抽選で400人に
次の賞品をプレゼントします。

・人権イメージキャラクターストラップ
　（まもる君、あゆみちゃん）…各100人
・ボールペン…200人

Ｑ１　人権啓発ラッピングバスを見ましたか
①見た　　②見たことがない
Ｑ２　人権啓発ラッピングバスに乗りましたか
①乗った→Ｑ３へ　　②乗っていない→Ｑ４へ
Ｑ３　このバスの運行台数、デザイン、車内ポ
スターはどうでしたか
①よかった　　②よくなかった
Ｑ４　このバスの運行で人権に対する理解・関
心が深まると思いますか
①深まると思う　　②深まらないと思う
Ｑ５　今後も計画的に人権啓発ラッピングバス
を運行したほうがよいと思いますか
①運行したほうがよい　　②運行しなくてよい
Ｑ６　人権のことをもっとみんなに知ってもら
うために、どのような方法があると思いますか
意見を自由にお書きください。
【応募方法】　健康福祉課窓口、支所・連絡所、
公民館にあるアンケート用紙に記入して、その
場で応募できます。または、はがきにＱ１～Ｑ
６のアンケートの答えと、住所、氏名を記入し
て〒276-8501八千代市役所健康福祉課へ。締め
切りは25年１月31日㈭（消印有効）です。当選
者の発表は賞品の発送をもって代えさせていた
だきます。※応募方法の別にかかわらず、応募
は一人１通のみとさせていただきます

・全国共通人権相談ダイヤル 0570-003-110
・子どもの人権110番 0120-007-110
・女性の人権ホットライン 0570-070-810
・千葉地方法務局船橋支局 047-431-3681
◆いずれも祝日を除く月曜～金曜日午前８時30
分から午後５時15分まで

・家主や地主から一方的に追い立てられている 
・障害を理由に差別や不当な扱いをされている 
・配偶者からの虐待や離婚の強制を受けている 
・女性というだけで不当な取扱いを受けている 
・ひどい騒音、悪臭などに悩まされている

　県内で初めてとなる人権啓発ラッピングバス
を、25年３月27日㈬まで運行します。車内には

「県子どもの人権ポスター原画コンテスト」に
応募した小・中学生の作品31点を展示。車体に
は人権の標語のほか、
人権イメージキャラ
クターの「人 ＫＥＮまも
る君」と「人 ＫＥＮあゆ
みちゃん」が描かれ
ています。

あなたの身の回りで
こんなことはありませんか

インターネットを通じた人権侵害

相手の気持ちになって考えて

市役所の人権・悩みごと相談

人権啓発ラッピングバス
アンケートを行います

抽選で400人にプレゼント

電話でも相談できます

▲人権イメージキャラクターが描かれたラッピングバス

▲車内に展示されたポスター

▲人KENまもる君 ▲人KENあゆみちゃん

▲この中から１点をプレゼントします

賞品

アンケートの設問
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プレママ教室

　友達をたくさん作って、妊娠・出産・
子育てを楽しみましょう。
　 ▼日時／内容25年１月10日㈭午後１
時15分～４時15分／助産師による妊
婦体操、食生活（プレママの食事と
離乳食）について、お口の健康について。
15分前から受け付け　 ▼場所　保健セ
ンター　 ▼対象　初めて赤ちゃんを迎
える人　※なるべく妊娠７か月前後を
目安に受講を。２人目以降の場合は要
相談　 ▼持ち物　母子健康手帳、筆記
用具、エプロン、フェイスタオル、飲み
物　 ▼申し込み　電話で母子保健課へ

パパとママの子育て教室 
（半日コース）

　赤ちゃん人形を使ったお風呂の入れ
方や抱き方の実習。パパ同士・ママ同
士の座談会。先着30組。
　 ▼日時　25年１月12日㈯午前９時30
分～正午、午後１時30分～４時のいずれ
か。15分前から受け付け　 ▼場所　保
健センター　 ▼対象　初めて赤ちゃん
を迎える夫婦　 ▼持ち物　母子健康手
帳、筆記用具、飲み物　 ▼申し込み　
電話で母子保健課へ

赤ちゃんが生まれたら 
「出生連絡票」の提出を忘れずに

　市では、出生後の赤ちゃんの様子や
お母さんの体調についてうかがい、状
況に応じて、電話や訪問による育児
相談や赤ちゃんの成長の確認、母子保
健サービスの紹介などを行っています。
子ども医療費助成申請などの手続きを
するときに、母子健康手帳交付時に渡
された「出生連絡票」を、生後１か月
以内に元気こども課、支所・連絡所、
母子保健課（保健センター内）へ持参
または郵送してください。

マタニティ広場
　地域子育て支援センターで妊婦さん
や赤ちゃん連れの先輩ママとの交流会

〒276-0042 ゆりのき台2-10
保健センター母子保健課　 486-7250
　　　　　　 健康づくり課　 483-4646

市役所
〒276-8501 大和田新田312-5

483-1151（代表）

　　 レセプト点検員

　 ▼勤務内容　診療報酬明細書の内容
点検　 ▼勤務日　月曜～金曜日　 ▼募
集人数　１人　 ▼資格　医療事務有資
格者で、実務経験が半年以上ある人。
採用時に資格証等の写しと在職証明書
を提出　 ▼報酬　月額13万円　 ▼選考
面接及び作文　 ▼応募方法　写真添付
した市販の履歴書を、12月14日㈮必着
で〒276-8501市役所国保年金課へ持参
または郵送。面接日は後日連絡します。
応募書類は非公開、返却しません。

（国保年金課）

　　 四市複合事務組合の職員
　四市複合事務組合の常勤・非常勤職
員を募集します。申し込みは、同事務
組合事務局〒273-0005船橋市本町2-7
-8船橋市福祉ビル５階 436-2772へ。
■常勤職員（上級一般行政）　 ▼資格
昭和57年４月２日～平成３年４月１日
に生まれた人、または平成３年４月２日
以降に生まれ学校教育法に規定する大
学（同等の学校含む）を卒業したか、25年
３月までに卒業見込みの人 　 ▼募集人
数 １人　 ▼採用予定日 25年４月１日

▼試験日　25年１月12日㈯　 ▼申し込
み　所定の申込書を12月17日㈪までの
月曜～金曜日の午前９時～午後５時
に、同事務組合事務局へ持参または郵
送（12月14日㈮消印有効）。申込書は市役

所２階健康福祉課、同事務組合事務局で
配布。 （健康福祉課）
■非常勤職員（介護）　 ▼資格　概ね60
歳までの健康で高齢者の介護に熱意の
ある人　 ▼募集人数　若干名　 ▼勤務
地　特別養護老人ホーム三山園（船橋市
三山）　 ▼勤務日数　週４日程度（夜間
勤務有り）　 ▼時給　1,210円　※別途
交通費支給　 ▼申し込み　午前９時～
午後５時に電話で面談受け付け（土曜･
日曜日、祝日を除く） （長寿支援課）

国民年金保険料は 
便利でお得な口座振替で
　国民年金保険料の納付は、納め忘れ
のない便利な口座振替をご利用くださ
い。通常の振替日は当該月の翌月末で
すが、①当月末振替、②６か月前納（４
月、10月末振替）、③１年前納（４月末
振替）にした場合、割引があります。
口座振替の手続きは、年金手帳または
納付書、預貯金通帳、通帳届け出印を
持参し、口座を開設している金融機関
や郵便局などで行ってください。なお
口座振替が開始されるまで、２か月程
度かかりますので、早めにお申し込み
ください。 （国民年金室）

木造住宅の耐震化助成の 
申請はお早めに
　木造住宅耐震診断費及び耐震改修費
補助金の追加申請を受け付けています。
いずれも地上２階建て以下で、昭和56年
５月31日以前に着工された木造住宅が
対象。24年度内に工事完了に係る手続
きを完了させることが条件になります。
申請方法など、詳しくは建築指導課へ。
●耐震診断補助　 ▼補助額　耐震診断
に要する費用の３分の２（限度６万円）
●耐震改修補助　 ▼対象　上記の条件
に加え、耐震診断の評点が1.0未満で
あること　 ▼補助額　耐震改修費に要

する費用の３分の１（限度50万円）
※募集件数に達し次第締め切ります

償却資産の申告はお早めに
　市内に構築物や機械・備品など（土
地・家屋は除く）の事業用資産を所有
している人は、地方税法第383条の規定
により、毎年１月１日現在の所有状況
を申告する必要があります。対象者に
は25年度の申告書を送付していますの
で、必要事項を記入の上、25年１月31
日㈭までに、〒276-8501市役所資産税
課へ持参または郵送してください。な
お、24年中に新しく事業を開始した人
や、申告書が届かない場合は、同課ま
でご連絡ください。 （資産税課）

野焼きはやめましょう
　近年、家庭菜園での野焼きによる煙や
悪臭の苦情が増えています。家庭菜園で
の野焼きは、家庭ごみの野焼き同様、廃
棄物処理法により禁止されています。
　例外的に認められている農業による
稲わら・剪

せんてい
定枝などの焼却や、落ち

葉たきなどの日常生活での軽微な焼却
であっても、煙の臭いが周辺の人々に
不快感を与えれば、市公害防止条例に
おける悪臭の規制対象になります。
　例外的に認められている焼却であっ
ても、近隣の環境に配慮するとともに、
苦情が寄せられた場合は、すみやかに
野焼きはやめましょう。 （環境保全課）

赤十字活動資金にご協力いただき 
ありがとうございました
　24年度の日本赤十字千葉県支部八千
代市地区における活動資金の募集につ
いて、多くの皆さんにご協力をいただ
き、ありがとうございました。
　寄せられた総額619万3,839円（11月
22日現在）は、災害救護や献血事業な
どの赤十字事業資金として有効に活用
します。（日本赤十字千葉県支部八千代
市地区・健康福祉課）

郷土博物館ホームページを 
リニューアル
　郷土博物館のホームページをリニュ
ーアルしました。行事紹介、講座の様
子、市内民俗行事の紹介など多くの情
報を公開しています。ぜひご活用くだ
さい。 （郷土博物館 484-9011）

募集

募集

月～金曜日
19:00～翌８:30

土曜日
17:00～翌８:30

日曜日・祝日
年末年始
8:30～翌８:30

つながらないときは、市役所 483ー1151
か消防本部 459ー2441へ。当番医は、
市ホームページでも見られます

◆急病のときは、まず、
当番医で受診を

テレホン案内

482－6870
内科系（小児科）

482－6871
外科系・その他の科目

482－6872歯科
※小児科･その他の科目･歯科

は、日曜・祝日・年末年始
の8:30～17:00のみ

こども急病電話相談
お子さんの急病時、受診が必要か判断に迷う時など
に看護師や小児科医が相談に応じます。
毎日19～22時局番なしの ＃8000

やちよ夜間小児急病センター

※23時以降は 450－6000へ
毎日18～23時 458－6090
東京女子医科大学八千代医療センター内

　環境緑化公社では、緑化啓発と松
の伐採防止を目的に、各自治会を通
じて門松カードを配布しています。
　自治会未加入の人や自治会のない
地域にお住いの人には、市役所１階
総合案内、支所、公民館、同公社

458-6446で配布しています。
（環境緑化公社）

門松カードを配布しています

12　月　の　相　談　案　内
ふれあい
相 談 所

高
齢
者
総
合
相
談

緑
の
相
談

子
ど
も
の
総
合
相
談

（
０
～
18
歳
︶

青
少
年
の
非
行

に
関
す
る
相
談

教
育
相
談

適
応
支
援
相
談

消
費
生
活
相
談

こ
と
ば
と
発
達

の

相

談

女
性
、こ
こ
ろ
の

悩
み
電
話
相
談

成
人
の
健
康
相
談

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

ほ
っ
と
相
談

職
業
相
談

（
地
域
職
業
相
談
室
）

住
宅
耐
震
相
談・

建
築
相
談

人
権
・
悩
み

ご
と
の
相
談

宅
地
建
物
相
談

登
記・測
量
相
談

行
政
書
士
相
談

予約制 行
政
相
談

交
通
事
故
相
談

税
務
相
談

法
律
相
談

※
１
案
件
に
つ
き

　
　
　
１
回
限
り

心
配
ご
と

相

談
火
・
木
曜
日

	

13
時
～
16
時

月～金曜日
８時30分～17時

20
日
㈭

	

10
時
～
15
時
30
分

月
～
金
曜
日

	

８
時
30
分
～
17
時

月
～
金
曜
日

	

９
時
～
16
時

月
～
金
曜
日

	

９
時
～
16
時

月
～
金
曜
日

	

９
時
30
分
～
17
時

月
～
金
曜
日

	

９
時
～
12
時・13
時
～
16
時

月
～
金
曜
日

	

９
時
～
17
時

火
・
木
・
金
曜
日

	

９
時
～
16
時

月
～
金
曜
日

	

8
時
30
分
～
17
時

12
日
㈬
（
予
約
制
）

	

９
時
30
分
～
15
時
30
分

月
～
金
曜
日

	

９
時
～
17
時

10
日
㈪
（
予
約
制
）

	

10
時
～
16
時

6
日
㈭	

13
時
～
16
時

問
健
康
福
祉
課

21
日
㈮	

13
時
～
16
時

13
日
㈭	

13
時
～
16
時

20
日
㈭	

13
時
～
16
時

12
日
㈬・26
日
㈬	

10
時
～
15
時

17
日
㈪	

９
時
30
分
～
15
時

4
日
㈫・7
日
㈮・11
日
㈫・12
日
㈬

14
日
㈮・18
日
㈫・19
日
㈬・21
日
㈮

25
日
㈫	

９
時
30
分
～
15
時

17
日
㈪	

13
時
～
16
時

地域包括支援センター
（
４
８
３
）１
１
５
１	

大
和
田・睦

　
　

内
線（
２
２
８
５
～
８
）

（
４
８
９
）４
６
５
５	

高
津・緑
が
丘

（
４
８
１
）７
４
１
１	

八
千
代
台

（
４
０
５
）４
１
７
７	

村　

上

（
４
８
８
）９
５
２
５	

阿　

蘇

（
４
８
１
）３
５
１
５	

勝
田
台

社
会
福
祉
協
議
会
相
談
専
用

　

（
４
８
７
）２
９
４
０

環
境
緑
化
公
社

　

（
４
５
８
）６
４
４
６

子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

直
通
（
４
８
４
）２
９
５
４

青
少
年
セ
ン
タ
ー

　

（
４
８
３
）２
８
４
２

教
育
セ
ン
タ
ー

　

（
４
８
６
）８
８
６
６

フ
レ
ン
ド
八
千
代

　

（
４
８
６
）１
０
１
９

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

（
４
８
５
）０
５
５
９

こ
と
ば
と
発
達
の
相
談
室

　

（
４
８
６
）９
８
８
７

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談

専
用
（
４
８
５
）７
３
３
３

健
康
づ
く
り
課

　

（
４
８
3
）４
６
４
６

障
害
者
支
援
課

職
業
相
談
室（
１
階
）

建
築
指
導
課

福
祉
セ
ン
タ
ー
５
階

　
　
　
第
5
会
議
室

生
活
安
全
課

※
予
約
制
以

外
の
各
種
相

談
は
当
日
受

け
付
け
。
15

時
30
分
ま
で

に
電
話
か
直

接
窓
口
で
申

し
込
み
を

市役所　 ４８３－１１５１（代表）

12
月
の
休
日
開
庁

●戸籍住民課の窓口（１階）
9日㈰午前８時30分～正午
●納税相談（３階）
16日㈰・23日㈷午前９時～午後４時
●国民健康保険料の相談（１階）
８日㈯・９日㈰午前９時～午後４時

献
　
血

●12月２日㈰午前10時～11時
45分・午後１時～４時、京成勝
田台駅南口（八千代市赤十字
奉仕団主催）

夜間納付相談（国民健康保険料）
　 ▼日時　12月10日㈪～ 14日㈮午
後５時15分～７時　 ▼ 場所　市役
所１階国保年金課 （国保年金課）
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農業研修センター 450-
4645　◆家庭で出来る
麹
こうじ

づくり講習会 ( 冬季 )・
全３回　家庭でもできる麹の作り方を
学びます。市内在住または在勤の人で
３日間とも参加できる人対象。先着24人
時12月７日㈮午前10時～正午、８日㈯
午前10時～10時30分、午後３時～３時
30分、９日㈰午前10時～正午　費500
円　申費用持参の上、直接同センター
へ（月曜休所）
消防本部警防課 459-7804　◆普通救
命講習（成人）　ＡＥＤを含む心肺蘇
生法など。修了者には「普通救命講習
修了証」を交付。市内在住または在
勤・在学の人対象。先着15人。※申込
者が少数の時は希望に添えない場合が
あります　時12月16日㈰午前９時～正
午費500円（教本代など）　所中央消
防署　申10日㈪までに電話で同課へ。
午後５時15分以降と土曜・日曜日、祝
日は 459-2441へ
◆実技救命講習　普通救命講習修了へ
のスキルアップコース。１年以内に「救
命入門コース」を受講した人が対象。
先着15人。※申込者が少数の時は希望
に添えない場合あり　時12月22日㈯午
前９時30分～11時30分　費500円（教本
代など）　所中央消防署　申14日㈮ま
でに電話で同課へ。午後５時15分以降
と土曜・日曜日、祝日は 459-2441へ
ふれあいプラザ 487-1511　◆冬休み
だ。アレンジご飯とスイーツを作ろう
炊き込みご飯とふわふわスイーツを作
ります。市内在住の小学生対象。先着
24人　時12月16日㈰午前10時～午後１
時　費500円（材料費）　申８日㈯まで
に電話か同プラザ窓口へ

地域子育て支援センター
◆子育てワークショップ

「おしゃべり広場」　子育
てに関することをお母さん同士でおし
ゃべりしませんか。保育あり、要予約。
時間はすべて午前10時15分～11時45分

【こあら 450-0942】子育てしながら
自分の時間をもつということ…12月４
日㈫　【のびのび 486-6716】子育て
中のイライラのこと…12月６日㈭　【す
てっぷ21勝田台 487-4827】子育て中
の近所づきあい…12月12日㈬　【すて
っぷ21大和田 486-7455】きょうだい
の子育て、どうしてる？…12月18日㈫

いる人は就業状況などの届け出が必要
です。

　 ▼対象　医師・歯科医師・薬剤師（未
就業者含む）　 ▼調査の時期　24年12
月31日現在　 ▼提出期限　25年１月15
日㈫　 ▼その他　詳細は厚生労働省ホ
ームページをご覧ください。届出用
紙は習志野健康福祉センターで配布

▼提出・問い合わせ　総務企画課
475-5151へ
■看護職員・歯科衛生士・歯科技工士
業務従事者届の提出　看護職員、歯科
衛生士、歯科技工士業務従事者は届け
出が必要です。この届は、就業状況を
把握するためのものです。
　 ▼対象　保健師、助産師、看護師、
准看護師、歯科衛生士、歯科技工士で
県内に就業している人　 ▼調査の時期
　24年12月31日現在　 ▼提出期限　25
年１月15日㈫　 ▼その他　詳細は厚生
労働省ホームページをご覧ください。
届出用紙は習志野健康福祉センターで
配布　 ▼提出・問い合わせ　総務企画
課 475-5151へ
■精神保健福祉相談（予約制）　精神
疾患や心の健康について、精神科医が
相談を受けます。
　 ▼日時／場所　12月11日㈫午後２
時～／習志野健康福祉センター、12月
25日㈫午後２時～／八千代市障害者福
祉センター、25年１月８日㈫午後２時
～／習志野健康福祉センター　 ▼申し
込み　地域保健福祉課 475-5152へ
■ピアサポート相談（予約制）　精神
疾患による不安や悩みごとについて、
精神障害を経験した当事者が相談を受
けます。
　 ▼日時　25年１月15日㈫午前９時15
分～　 ▼場所　習志野健康福祉セン
ター　 ▼申し込み　地域保健福祉課
475-5152へ

■ＨＩＶ抗体検査と肝炎検査（予約制）
検査は無料・匿名で受けられます。Ｈ
ＩＶ抗体検査と同時に梅毒・クラミジ
ア・Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎の検査も受け
られます。肝炎検査のみでも可。ＨＩＶ
抗体の検査結果は、当日、原則口頭で
伝えます。
　 ▼日時　12月20日㈭午後１時～２
時　 ▼場所　習志野健康福祉センター

▼申し込み　健康生活支援課 475-
5154へ。１週間前から受け付け

を開催。出産準備や分娩のこと、子育
てのことなどたくさん聞いて不安を解
消しましょう。母子健康手帳と一緒に
交付した、すくすくセットの「赤ちゃ
んを迎えるあなたに」を参考に、各地
域子育て支援センターへ電話で申し込
んでください。
■25年１月の日程　８日㈫…すてっぷ
21大和田、22日㈫…すてっぷ21勝田台、
23日㈬…村上北保育園、25日㈮…緑が
丘公民館（問い合わせは高津南保育園）

がん検診・特定 
健康診査はお早めに

　24年度がん検診・特定健康診査など
の受診期間は12月末までです。受けて
いない人は忘れずに受けましょう。検
診（健診）を受ける際は受診券が必要で
す。再発行は電話で健康づくり課へ。
■一部の日程で空きがあります　乳が
ん検診(①マンモグラフィ、②超音波)

▼日程　①12月14日㈮午後、12月15日
㈯・26日㈬午前、②12月14日㈮午前・
午後、12月15日㈯・26日㈬午前　 ▼申
し込み　申込用紙に必要事項を記入し、
検診の10日前までに同課へ郵送または
持参。随時先着順で受け付け後、結果
は、はがきで通知。定員に達した場合
は、空いている日に振り分けます。

インフルエンザの予防
　例年、12月～３月頃にインフルエン
ザは流行します。インフルエンザを防ぐ
には、①外出後に手洗いとうがいをす
る　②適度な湿度（50～60パーセント）
を保つ　③栄養と休息を十分にとる　
④人ごみを避ける　⑤マスクを着用す
る　といった予防が必要です。
　インフルエンザにかかったら、早め
に医療機関を受診しましょう。また、
流行前のインフルエンザワクチンの接
種は重症化の予防に有効とされていま
す。市では65歳以上の人を対象にした
インフルエンザ予防接種事業を実施し
ています。接種を希望する人は、送付
されている予診票を委託医療機関に持
参し、12月末までに受けてください。
お問い合わせは健康づくり課へ。

習志野健康福祉センターから
■医師・歯科医師・薬剤師調査　医師、
歯科医師または薬剤師の免許を持って

阿蘇公民館 488-1185
◆冬休み子ども書き初め
教室　市内在住の小学３

年生～６年生対象。先着12人。書き初
め用紙、書道用具、課題（お手本）、新聞
紙、上履き持参。汚れてもよい服装で
時12月26日㈬午前９時30分～11時30分
申午前９時から電話か直接同館窓口へ
勝田台公民館 485-5202　書き初めに
チャレンジ　小学３年生～６年生対象。
先着15人。書道道具一式、上履き持参
時12月22日㈯午前９時30分～正午
申午前９時から電話か同館窓口へ
八千代台公民館 483-5553　◆おはな
しと映画の会　フランネルシアター、
クリスマスの工作、映画など。４歳以上
対象　時12月８日㈯午前10時30分～11
時45分　申当日直接同館へ
睦公民館 450-2390　◆「親子で楽し
むX’masコンサート」　～ソプラノの歌
声で贈る雪とX’masソングメドレー＋ち
ょっぴりリトミック～　市内在住の未
就学児とその保護者対象。先着25組　
時12月11日㈫午前11時～正午　費親子
で60円（材料費・保険代）　申午前９時
から電話か直接同館窓口へ

大和田図書館 482-3240・
八千代台図書館 482-09
12・勝田台図書館 484-

4946・緑が丘図書館 489-4946　◆冬
のおはなし会　パネルシアター、大型
絵本の読み聞かせなど。４歳～小学生
対象　時12月19日㈬午後３時～４時　
所各図書館おはなし室　申大和田・勝
田台・緑が丘図書館は、当日直接各図
書館へ。八千代台図書館は先着15人。
当日午後２時から児童室カウンターに
て受け付け

文化伝承館 458-1700
◆八千代の伝承文化を習
おう「正月しめ縄飾り作

り」　わらをない、飾りを付けてしめ
縄飾りを作ります。市内在住または在
学・在勤の小学生以上が対象（小学生
は保護者同伴）、先着20人。はさみ持参
時12月22日㈯午前10時～正午　費200円
（材料費）　申電話か直接同館窓口へ
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、
市
民
体
育

館
。
６
０
０
円
。
１
月
５
日
㈯
ま
で
に
、
は
が
き
で
〒
２
７
６

－

０

０
３
１
八
千
代
台
北
２

－

１

－

12
八
千
代
市
卓
球
連
盟
・
並
木
君
枝

（
４
８
２
）８
５
３
７
へ
。

●
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会・全
10
回　
女
性
限
定
。上
履
き

持
参
。25
年
１
月
24
日
〜
３
月
28
日
の
毎
週
木
曜
日
９
時
30
分
〜
11
時
、

勝
田
台
会
館
。３
５
０
０
円
。勝
田
台
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル・

竹
川
（
４
８
３
）３
１
９
９

■
12
月
の
習
志
野
演
習
場
訓
練
日
程　
気
象
条
件
等
に
よ
り
一
部
変

更
、中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。【
落
下
傘
降
下
訓
練
】
飛
行
機
／
10

日
㈪
〜
15
日
㈯
、
17
日
㈪
〜
21
日
㈮
８
時
〜
18
時
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

／
3
日
㈪
〜
15
日
㈯
、
17
日
㈪
〜
21
日
㈮
８
時
〜
18
時
。【
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
離
着
陸
訓
練
】
10
日
㈪
〜
15
日
㈯
、
17
日
㈪
〜
21
日
㈮
８
時

〜
21
時
。
詳
し
く
は
市
Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジＰ

で
確
認
を
。
習
志
野
駐
屯
地
広
報
班

（
４
６
６
）２
１
４
１

■
自
衛
官
募
集　
高
等
工
科
学
校
生
徒
。
15
歳
〜
17
歳
未
満
の
男
子

対
象
（
平
成
８
年
４
月
２
日
〜
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）。
25
年
１

月
７
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
船
橋
出
張
所
（
４
７
５
）２
０
８
４
へ

■
借
金
及
び
ヤ
ミ
金
融
・
家
計
に
関
す
る
無
料
相
談
会　
要
予
約
。

12
月
16
日
㈰
10
時
〜
15
時
、
八
千
代
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
。
申

し
込
み
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
４
８
３
）１
１
５
１
へ

　特に表示されていないものは受講無
料です。詳しくは各主催者に問い合わ
せてください。
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おめでとうございます
（敬称略）

■秋の叙勲　【旭日小綬章】産業振興功労／小久
保歡（緑が丘）　【旭日双光章】地方自治功労／長
岡明雄（萱田）　【瑞宝小綬章】外交領事事務功労
／河合弘（上高野）　■高齢者叙勲【瑞宝小綬章】
古川卓（八千代台北）　■文化の日千葉県功労者
表彰　環境功労／瀧和夫（大和田新田）

私たちの公園を守るために

行商から八千代の女性史を学び伝える

公園美化活動の意見交換会

やちよ聞き書きの会が「行商を担った女性たち」を発刊

　市が管理する公園などを、市民の皆さんがボラ
ンティアで里親となり、清掃や美化活動を行う環
境美化里親制度（アダプト制度）。現在、80の団体
と15の個人が里親として登録されており、「自分た
ちの公園は自分たちで守ろう」と、ごみ拾いや草
刈り、花壇の手入れなどを行っています。
　11月12日、これらの団体の意見交換会が黒沢台
第２公園で行われ、26人が参加。公園を気持ち良
く利用してもらうための取り組みをお互いに紹介
し、課題の解決策を話し合いました。

　八千代の女性の歴史を学び、記録する活動を
続けている“やちよ聞き書きの会”が、11月１
日に「行商を担った女性たち」を発刊しました。

この本は、見掛ける機会が少なくなった行商の女性の
姿を追い、市の地域史として記録に残そうと、約６年
かけてまとめたものです。編集を行った５人は、女性

研修センター（現在の男女共同参画センター）主
催の聞き書き講座の元受講生。講座での経験を
生かして、行商の女性たちに話を聞きました。
　話し手の言葉をできるだけ大切に残しつつ、
読む文章に仕立てるのが“聞き書き”。複数の人
から話を聞き、史料で調べるなど、事実を確認
することも大切です。「話し言葉を書き言葉に直
し、読みやすい本の構成を考える作業に苦労し
ました」と代表の菊池さん。活動を続けるうち
に、話を引き出す力、調べて考える力が身に付
いたと言います。活動は毎月第４火曜日に行っ
ています。詳しくは、代表の菊池 483-8906へ。

J：COMチャンネル（デジタル放送
11ch デジアナ変換放送2ch)で１〜
15日11時、20時30分／各15分間

姉妹都市提携20周年
タイラー市との親善交流

広報やちよは、市ホームページでも見ることができます(PDF版)
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平
成
二
十
四
年
度
文
化
祭
入
賞
句
（
出
句
数
二
七
〇
句
）

会　員　募　集
　会員募集は不定期掲載。掲載は１団体、年（１月〜
12月）１回までです。今号では、11月２日までに受け
付けたものを掲載しています。

＜文化系＞
■子育てサロン“HAPPY KIDS”　親子英語、親子クッ
キング。体験あり。月５〜６回10時〜 12時、緑が丘公
民館・睦公民館など。英語／月2,000円、クッキング／
月1,300円、年間登録300円。櫻井 090-3816-4142
■ムジゲ　クム　韓国語と韓国の文化などを学びます。
初心者対象。第２・４水曜日13時30分〜15時30分、大和田
公民館。入会1,000円、月2,500円。鈴木 483-7388
■八千代フラウエンコール　女性コーラス愛好者の集
まりです。毎週土曜日10時〜12時、八千代台東南自治
会館。入会1,000円、月5,000円。桶本 485-9283
■男の中華料理教室　男性で料理に興味のある人対象。
１・４・７・10月第３土曜日10時〜 14時、大和田公民
館。入会500円、１回2,000円。安部 484-3487
■韓国語同好会　韓国語と韓国文化・習慣の学習。中
級レベル。第１・３水曜日18時〜21時、大和田公民館。
入会2,000円、月3,000円。江川 481-8644
■みずき会  生け花を楽しみませんか。第１・３木曜
日10時〜12時、八千代台東南公民館。月2,000円（花代
別）。佐々木 459-5209
■生花サークル華　成人女性。第４土曜日14時〜17時、
緑が丘公民館。月2,000円（花代）。吉原 459-5597
■親和会（書道）　第２・４水曜日10時〜 12時、高津
公民館。月1,000円。岩井 484-5478
＜スポーツ系＞
■玄気道　少年空手・女性護身術・武道。５歳〜70歳。
毎週土曜日19時〜20時（少年）、19時〜20時30分（一般）、
勝田台会館。入会3,000円、月3,000円。岩木 487-0241
■武術太極拳八千代　簡化太極拳・永年養生功・練功十
八法。毎週日曜日16時30分〜18時、西高津小学校。入会
3,000円、教材1,000円、月3,000円。星野 090-7201-5687
■八千代オールスターズ　公式ドッジボール。小学１
年〜６年生男女対象。毎週日曜日12時〜17時、睦小学
校体育館。入会2,000円、月1,500円。菊池 450-7385
■八千船フェニックス（軟式野球）　45歳以上の男性
対象。第１・３・５水曜日12時30分〜 15時、高津グラ
ウンド／毎週木曜日13時〜15時、睦グラウンド。入会
3,000円、月1,500円。飯沼 090-2208-2777

▲６年かけて完成した本を手に、全員にっこり

◀
４
つ
の
団
体
が
日
頃
の
活
動
を
報
告

●俳句連盟が句集を発刊
　八千代市俳句連盟が発足40周年を記念して、合同
句集第五集（Ａ５判、332ページ）を発刊しました。
2,490句を収録。市内の各図書館で閲覧できます。

●工場協議会が創立50周年の記念誌制作
　八千代市工場協議会は創立50周年を記念して、50
年間のあゆみをまとめた記念誌（Ａ５判、45ページ）
を制作。市内の各図書館で閲覧できます。

485-0559

　この欄については、消費生活センターへ。土曜・日
曜日、祝日を除く午前８時30分から午後５時まで（午
後４時～５時は 483-1151へ）。交渉は当事者同士で行
い、結果は必ず同センターへ報告してください。
【あげます】▶室内用トレーニング自転車　▶日本地
図パズル（縦50㎝×横75㎝）　▶シルバーカー（高齢者
の手押し車）　▶オイルヒーター　▶パナソニック製
除湿機（ハイブリッド式・F-YHA100）　▶木目込み人形
【ゆずります／有料】▶高津幼稚園制服・体操服一式（男
児用）　▶顕微鏡　▶プーさんのトースター　▶ゴル
フバッグ（男性用）
【ゆずって／有料】▶ゲートボール用セット（スティッ
ク・ゲート・ボール）　▶高津中学校の黒リュック
▶室内用鉄棒　▶室内用トランポリン　▶大正琴（芽
吹き）　▶ミシン




